
【表紙】
　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成26年２月14日

【四半期会計期間】 第79期第２四半期（自　平成25年10月１日　至　平成25年12月31日）

【会社名】 西川計測株式会社

【英訳名】 NISHIKAWA KEISOKU Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　田中　勝彦

【本店の所在の場所】 東京都渋谷区代々木三丁目22番７号

【電話番号】 03（3299）1331（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役コーポレート本部長　　西川　隆司

【最寄りの連絡場所】 東京都渋谷区代々木三丁目22番７号

【電話番号】 03（3299）1331（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役コーポレート本部長　　西川　隆司

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　 

EDINET提出書類

西川計測株式会社(E02847)

四半期報告書

 1/19



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第78期
第２四半期
累計期間

第79期
第２四半期
累計期間

第78期

会計期間
自　平成24年７月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年７月１日
至　平成25年６月30日

売上高 （千円） 11,427,742 10,613,910 26,184,808

経常利益 （千円） 399,572 289,158 983,855

四半期（当期）純利益 （千円） 225,815 161,740 523,309

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 569,375 569,375 569,375

発行済株式総数 （株） 3,432,475 3,432,475 3,432,475

純資産額 （千円） 4,952,774 5,775,122 5,452,230

総資産額 （千円） 14,382,588 13,917,628 15,883,967

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 65.95 47.24 152.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 34.00

自己資本比率 （％） 34.4 41.5 34.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 60,243 △2,212,235 2,015,917

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △178,616 △11,658 △108,720

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △117,656 △117,519 △120,006

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,268,229 2,950,036 5,291,449

　

回次
第78期
第２四半期
会計期間

第79期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 52.10 56.24

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は、関係会社がないため、持分法についての該当事項はありません。

３　当社は、潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について記載し

ておりません。

４　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社において営まれる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融政策を背景とした円安・株高

傾向を受けて、輸出関連企業を中心とした業績の好転や、個人消費の持ち直しにより、景気は穏やかに回復してき

ております。設備投資や雇用情勢にも改善が見られ、景気の本格的な回復に向けての期待感が高まっている一方、

海外経済につきましては、堅調な米国景気や欧州域内での景気の下げ止まり等明るさが見られるものの、中国にお

ける減速懸念もあり、先行きは不透明な状況にあります。

　このような状況のもとで当社は、ソリューション提案力を高めるためエンジニアリング部門の一元化を図り、営

業と技術の連携を強化してまいりました。営業面では、社会的ニーズが高まっている電力・都市ガスなどのエネル

ギー関連と上水道などのライフライン関連は堅調に推移いたしました。また、太陽光発電などの再生エネルギー関

連にも回復傾向が見られました。

　その結果、当第２四半期累計期間における受注高は130億99百万円（前年同四半期比６億58百万円増）、売上高

は106億13百万円（前年同四半期比８億13百万円減）となりました。利益面につきましては、営業利益２億60百万

円（前年同四半期比１億25百万円減）、経常利益２億89百万円（前年同四半期比１億10百万円減）、四半期純利益

１億61百万円（前年同四半期比64百万円減）となりました。

　当社は、計測制御機器、分析機器等の各種電子応用機器の販売と、それに付随するエンジニアリング業務などを

行っているものであり、セグメントは単一であります。したがいまして、セグメント情報は省略しております。

　

　なお、当社における商品の品目別概況は、次のとおりです。

《制御・情報機器システム》

　当品目につきましては、電力・都市ガス・上水道などのライフライン関連は堅調でしたが、民間需要の回復に遅

れ等もあり、売上高は53億88百万円（前年同四半期比２億２百万円減）となりました。

《計測器》

　当品目につきましては、自動車試験開発向けは低調でしたが、再生エネルギー、学校向けの回復等もあり、売上

高は18億４百万円（前年同四半期比51百万円増）となりました。

《分析機器》

　当品目につきましては、食品・薬品、公共試験機関、学校向けが堅調であり、売上高は29億58百万円（前年同四

半期比１億68百万円増）となりました。

《産業機器その他》

　当品目につきましては、前年同四半期のような自動車研究開発向けの大型試験装置の完成がなく、売上高は４億

62百万円（前年同四半期比８億30百万円減）となりました。　

　

(2）財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べて16.7％減少し111億62百万円となりました。商品及び製品が３億６百万円、

前渡金が１億14百万円増加した一方、現金及び預金が23億41百万円、受取手形及び売掛金が２億94百万円減少した

ことなどによるものであります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて10.7％増加し27億55百万円となりました。これは、繰延税金資産が１億43百

万円減少した一方、投資有価証券が４億29百万円増加したことなどによるものであります。

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて12.4％減少し139億17百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べて24.0％減少し72億97百万円となりました。これは、買掛金が21億７百万円減

少したことなどによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べて1.2％増加し８億45百万円となりました。これは主に、退職給付引当金の増

加11百万円などによるものであります。
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　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて21.9％減少し81億42百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べて5.9％増加し57億75百万円となりました。これは、その他有価証券評価差

額金が２億77百万円増加したことなどによるものであります。

　

(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ、23億41

百万円減少し、29億50百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な変動の要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間における営業活動により、前年同四半期累計期間に比べ支出が22億72百万円増加し、22億

12百万円の資金支出となりました。これは主に売上債権の減少２億94百万円などがあった一方、たな卸資産の増加

３億６百万円や仕入債務の減少21億７百万円、法人税等の支払２億８百万円などがあったことによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間における投資活動により、前年同四半期累計期間に比べ支出が１億66百万円減少し、11百

万円の資金支出となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出３百万円や、投資有価証券の取得による

支出６百万円などがあったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間における財務活動により、前年同四半期累計期間に比べ支出が０百万円減少し、１億17百

万円の資金支出となりました。これは主に配当金の支払１億15百万円によるものであります。　

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　なお、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につきましては、特記すべき

事項はありません。　

　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,432,475 3,432,475

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株でありま

す。

計 3,432,475 3,432,475 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 3,432,475 － 569,375 － 814,474

　

EDINET提出書類

西川計測株式会社(E02847)

四半期報告書

 6/19



（６）【大株主の状況】

　 平成25年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

横河電機株式会社 東京都武蔵野市中町２丁目９番32号 442 12.88

西川計測社員持株会 東京都渋谷区代々木３丁目22番７号 281 8.19

西　川　　　徹 東京都杉並区 237 6.91

西　川　隆　司 東京都世田谷区 195 5.68

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 120 3.49

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 100 2.91

竹　田　和　平 愛知県名古屋市天白区 98 2.85

日本瓦斯株式会社 東京都中央区八丁堀２丁目10番７号 59 1.71

株式会社ムロコーポレーション 東京都世田谷区上野毛１丁目４番10号 58 1.68

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関３丁目７番３号 50 1.45

計 － 1,641 47.80
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　8,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,423,100 34,231 －

単元未満株式 普通株式　　　　775 － －

発行済株式総数 3,432,475 － －

総株主の議決権 － 34,231 －

（注）　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式44株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

西川計測株式会社

東京都渋谷区代々木

　　　　３丁目22番７号
8,600 － 8,600 0.25

計 － 8,600 － 8,600 0.25

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年７月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,291,449 2,950,036

受取手形及び売掛金
※ 6,715,899 ※ 6,420,996

商品及び製品 1,305,455 1,612,365

前渡金 34,641 148,797

前払費用 17,899 16,046

繰延税金資産 25,936 17,245

その他 9,325 1,073

貸倒引当金 △4,453 △4,128

流動資産合計 13,396,152 11,162,431

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 203,232 191,896

機械及び装置（純額） 21 10

工具、器具及び備品（純額） 19,540 18,666

土地 6,172 6,172

リース資産（純額） 6,803 5,646

有形固定資産合計 235,769 222,392

無形固定資産

のれん 37,500 32,500

特許権 212 137

ソフトウエア 10,576 10,268

電話加入権 5,094 5,094

リース資産 1,022 464

無形固定資産合計 54,406 48,465

投資その他の資産

投資有価証券 1,154,361 1,584,237

繰延税金資産 242,630 98,669

差入保証金 271,202 268,708

役員に対する保険積立金 525,710 528,764

破産更生債権等 7,013 7,522

その他 3,400 3,601

貸倒引当金 △6,679 △7,164

投資その他の資産合計 2,197,639 2,484,339

固定資産合計 2,487,814 2,755,197

資産合計 15,883,967 13,917,628
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,890,266 5,782,408

リース債務 3,336 2,778

未払金 178,362 118,032

未払費用 200,118 189,965

未払法人税等 217,147 129,568

未払消費税等 59,149 40,961

前受金 838,683 915,147

預り金 129,784 93,647

役員賞与引当金 70,731 19,710

受注損失引当金 1,629 1,649

その他 7,159 3,408

流動負債合計 9,596,369 7,297,278

固定負債

リース債務 4,682 3,525

長期未払金 84,079 84,079

退職給付引当金 746,606 757,623

固定負債合計 835,368 845,227

負債合計 10,431,737 8,142,505

純資産の部

株主資本

資本金 569,375 569,375

資本剰余金 815,226 815,226

利益剰余金 3,551,903 3,597,232

自己株式 △3,871 △3,916

株主資本合計 4,932,633 4,977,916

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 519,597 797,206

評価・換算差額等合計 519,597 797,206

純資産合計 5,452,230 5,775,122

負債純資産合計 15,883,967 13,917,628
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高
※1 11,427,742 ※1 10,613,910

売上原価 9,428,656 8,696,526

売上総利益 1,999,085 1,917,383

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 10,201 8,769

広告宣伝費 6,499 7,585

支払手数料 54,764 57,316

受注前活動費 109,725 116,662

交通費 61,935 65,286

貸倒引当金繰入額 － 1,216

役員報酬 73,800 77,550

役員賞与引当金繰入額 26,083 19,710

給料及び手当 804,434 832,161

退職給付費用 34,185 37,534

福利厚生費 127,758 141,072

交際費 14,168 13,179

通信費 21,780 19,188

消耗品費 20,949 22,131

租税公課 16,940 16,609

賃借料 171,501 163,409

減価償却費 23,310 18,508

その他 35,850 39,439

販売費及び一般管理費合計 1,613,889 1,657,331

営業利益 385,195 260,051

営業外収益

受取利息 360 429

受取配当金 7,444 8,599

保険事務手数料 1,176 1,170

還付消費税等 － 8,982

スクラップ売却益 329 7,321

その他 5,194 2,683

営業外収益合計 14,506 29,185

営業外費用

その他 129 78

営業外費用合計 129 78

経常利益 399,572 289,158

特別利益

投資有価証券売却益 － 765

特別利益合計 － 765

特別損失

投資有価証券評価損 1,110 －

本社移転費用
※2 12,087 －

特別損失合計 13,198 －

税引前四半期純利益 386,374 289,923

法人税、住民税及び事業税 165,883 122,398

法人税等調整額 △5,323 5,785
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法人税等合計 160,559 128,183

四半期純利益 225,815 161,740
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成25年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 386,374 289,923

減価償却費 26,118 21,889

のれん償却額 4,999 4,999

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,857 11,016

貸倒引当金の増減額（△は減少） △695 160

受注損失引当金の増減額（△は減少） △338 19

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △44,515 △51,021

受取利息及び受取配当金 △7,805 △9,028

投資有価証券売却損益（△は益） － △765

本社移転費用 12,087 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,110 －

売上債権の増減額（△は増加） 654,496 294,393

たな卸資産の増減額（△は増加） △306,808 △306,910

仕入債務の増減額（△は減少） △751,334 △2,107,857

前渡金の増減額（△は増加） 11,694 △114,156

前受金の増減額（△は減少） 453,823 76,463

未払金の増減額（△は減少） △33,971 △61,451

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,733 △18,188

その他 △54,454 △23,725

小計 362,373 △1,994,235

利息及び配当金の受取額 7,805 9,028

本社移転費用の支払額 △1,736 △18,232

法人税等の支払額 △308,198 △208,795

営業活動によるキャッシュ・フロー 60,243 △2,212,235

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △20,305 △3,239

有形固定資産の売却による収入 577 682

無形固定資産の取得による支出 △1,320 △1,929

投資有価証券の取得による支出 △6,375 △6,792

投資有価証券の売却による収入 － 2,144

差入保証金の差入による支出 △149,526 △461

差入保証金の回収による収入 1,387 991

保険積立金の積立による支出 △3,053 △3,053

投資活動によるキャッシュ・フロー △178,616 △11,658

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △1,714 △1,714

自己株式の取得による支出 △88 △45

配当金の支払額 △115,853 △115,759

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,656 △117,519

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △236,029 △2,341,413

現金及び現金同等物の期首残高 3,504,259 5,291,449

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 3,268,229 ※ 2,950,036
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

　

（四半期貸借対照表関係）

※四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期会計期間

末残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成25年６月30日）
当第２四半期会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 61,618千円 97,113千円

 

（四半期損益計算書関係）

※１　前第２四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）および当第２四半期累計期間

（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

当社は通常の営業形態として、第３四半期会計期間の納入、工事完了が集中するため、第３四半期会計期間の売

上高及び営業費用が他の四半期会計期間と比較して多くなる傾向にあります。

　

※２　本社移転費用

前第２四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）

　本社移転に伴う未使用の賃借料等であります。　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間
（自 平成24年７月１日
至 平成24年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年７月１日
至 平成25年12月31日）

現金及び預金 3,268,229千円 2,950,036千円

現金及び現金同等物 3,268,229 2,950,036
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（株主資本等関係）

前第２四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月26日

定時株主総会
普通株式 116,415 34.00 平成24年６月30日 平成24年９月27日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月25日

定時株主総会
普通株式 116,411 34.00 平成25年６月30日 平成25年９月26日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）及び当第２四半期累計期間（自　平

成25年７月１日　至　平成25年12月31日）

　当社は、計測制御機器、分析機器等の各種電子応用機器の販売と、それに付随するエンジニアリング業務な

どを行っているものであり、セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 65円95銭 47円24銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 225,815 161,740

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 225,815 161,740

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,423 3,423

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

　

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年２月14日

西川計測株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内　　田　　英　　仁　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　　原　　義　　勝　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西川計測株式会

社の平成25年7月１日から平成26年６月30日までの第79期事業年度の第２四半期会計期間(平成25年10月１日から平成25年

12月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年７月１日から平成25年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、西川計測株式会社の平成25年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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